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協会けんぽのデータヘルス計画の柱 

○特定健診・特定保健指導の推進 

○事業主等の健康づくり意識の醸成を目指した取り組み 

○重症化予防対策 

着目した埼玉支部の健康課題 

○全国的に40歳以降の全ての年齢階級において、入院外の医療費で高血圧性疾患と糖尿病が上位
１・２位を占めているが、埼玉県においては、その比率が全国を上回っている。 

○さらに、埼玉県は高齢化率が最も顕著なスピードで進むため、糖尿病などの生活習慣病の重症化
が極めて高くなる可能性がある。 

○そこで健診受診結果から早期にＣＫＤ（慢性腎臓病）の主原因である糖尿病性腎症の予備群や未
受診者へのアプローチと重症化予防を積極的に展開していくことが、健康長寿・医療費削減の重
要な課題となる。 

上位目標（成果目標） 目標達成時期平成29年度末 

○健診受診率の向上による予防対象者の早期把握を行い、自治体などと連携し、ＣＫＤ等の重症化
を抑制することで、入院外医療費に占める疾病上位の生活習慣病の割合を、そのシェアが大きく
なる50歳以上層において、埼玉支部の平成24年度数値の1割削減を目標とする。 

◆50歳以上層の入院外医療費に占める生活習慣病の割合 

1 

年齢層 平成24年度実績 平成29年度目標値 平成28年度実績 

50～59歳 32.8% 29.5% 29.5% 

60～69歳 40.0% 36.0% 38.3% 

70歳以上 43.1% 38.8% 40.7% 



下位目標（手段目標） 

下位目標 
（手段目標） 

評価指標 
下位目標の実現のための具体策 

平成29年4月～平成29年12月 
実施状況 

平成27年度 平成28年度 平成29年度 

重症糖尿病患
者及び透析患
者の発生の抑
制 

治療開始割
合者の拡大 

健診結果から、血圧値・
血糖値が要治療と判定さ
れた治療勧奨対象者に対
して、文書にて医療機関
への受診を促す。 

継続 

未治療者への勧奨方法に
関し、対象者を血圧、血
糖、喫煙等で分類を行い、
より意識づけを行える勧
奨を継続して実施する。 

本部実施の一次勧奨に加え、
より重症度の高い対象者へ支
部より二次勧奨を文書で実施
（1回目勧奨 1,313通 
 2回目勧奨 1,155通） 

人工透析移
行抑制 

糖尿病重症リスクの高い
対象者に対して、埼玉県
の重症化予防プログラム
を活用して生活指導を実
施する。 

平成27年度の事業を継
続し、かかりつけ医と
の連携及び生活指導対
象人数をより強化、拡
大する。 

平成27年度からの事業を
継続し、糖尿病専門医と
連携をより強化して生活
指導対象人数を拡大する。
また、歯科医師と連携し
た口腔ケア指導を行う。 

糖尿病専門医との連携強化の
ため、県内郡市医師会やかか
りつけ医を訪問して協力依頼
を実施。 
参加勧奨文書送付 760名 
プログラム申込 48名 

事業主の健康
づくり意識の
向上 

対象事業所
におけるメ
タボ保有率
及び健康評
価 

地方自治体等と連携した
事業主への働きかけのス
キーム及び健康評価指標
を作成し、下期にかけて
実施していく。 

地方自治体等と連携を
図りながら、事業主と
協働して従業員の特定
保健指導や集団学習等
を経年的に実施する。 

健康宣言参加事業所を増
やし、地方自治体等と連
携を図りながら、事業主
と協働して従業員の特定
保健指導や健康づくりを
経年的に実施する。 

昨年11月から健康宣言事業を
開始し、65事業所が健康宣言
して健康づくりの取組実践中。
埼玉県の健康マイレージ事業
に参加。 

情報提供件
数及び健診
受診率 

業種別の医療費統計分析
などの情報を商工会議所
等の各種団体を通じ、事
業主等に提供を行い、健
康づくり意識醸成を図る。 

継続 

平成27年度からの事業を
継続するとともに、「健
康経営サポートカルテ」
を活用して事業主の健康
づくり意識醸成を図る。 

「健康経営サポートカルテ」
を680事業所へ送付し、送付後
に電話による案内と健診受診
勧奨を実施。 

特定健診受診
率の向上 

生活習慣病
予防健診受
診率 

訪問・文書・電話等によ
る勧奨 
（目標値41.9％） 

訪問・文書・電話等に
よる勧奨 
（目標値46.0％） 

訪問・文書・電話等によ
る勧奨 
（目標値49.9％） 

受診勧奨文書を新規加入事業
所(7,221件)、新規任意継続健
康保険加入者(3,741件)にそれ
ぞれ送付した。 

事業者健診
結果データ
取得件数 

訪問・文書・電話等によ
る勧奨 
（目標取得数20,000） 

訪問・文書・電話等に
よる勧奨 
（目標取得数30,000） 

訪問・文書・電話等によ
る勧奨 
（目標取得数100,000件） 

Ｈ29 10,331件（12月末現在） 
Ｈ28 25,482件（年間） 
Ｈ27 15,478件（年間） 

特定健診受
診率 

集団健診実施の推進及び
文書による勧奨 
（目標値20.2％） 

集団健診実施の推進及
び文書による勧奨 
（目標値21.8％） 

集団健診実施の推進及び
文書による勧奨 
（目標値43.2％） 

「健康年齢」を記載した受診
勧奨DM（平成29年度埼玉支部
パイロット事業）を33,985件
送付した。 2 



上位目標（成果目標）の途中経過 

年齢層 50～59歳 60～69歳 70歳以上 

平成29年度末目標 29.5％  36.0％ 38.8％ 

【目標】50歳以上層の入院外医療費（上位10疾病）に占める生活習慣病の割合 
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入
院
外
医
療
費
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位
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疾
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平
成
22

年
度 

平
成
23
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度 

平
成
24
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度 

平
成
28

年
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（埼
玉
県
） 

40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳～

順位 傷病名　
生活
習慣病

割合 順位 傷病名　
生活
習慣病

割合 順位 傷病名　
生活
習慣病

割合 順位 傷病名　
生活
習慣病

割合

1 高血圧性疾患 ○ 9.4% 1 高血圧性疾患 ○ 18.4% 1 高血圧性疾患 ○ 21.3% 1 高血圧性疾患 ○ 21.4%

2 糖尿病 ○ 5.9% 2 糖尿病 ○ 9.3% 2 糖尿病 ○ 10.3% 2 糖尿病 ○ 10.7%

3 腎不全 5.0% 3 腎不全 6.4% 3 腎不全 6.2% 3 腎不全 5.1%

4 アレルギー性鼻炎 3.8% 4 他の内分泌、栄養及び代謝疾患 ○ 4.7% 4 他の内分泌、栄養及び代謝疾患 ○ 4.9% 4 他の内分泌、栄養及び代謝疾患 ○ 4.1%

5 他の内分泌、栄養及び代謝疾患 ○ 3.4% 5 胃及び十二指腸潰瘍 2.6% 5 他の悪性新生物 ○ 2.5% 5 他の悪性新生物 ○ 3.1%

6 喘息 3.2% 6 炎症性多発性関節障害 2.4% 6 虚血性心疾患 ○ 2.4% 6 脊椎障害（脊椎症を含む） 2.8%

7 良性新生物 3.1% 7 乳房の悪性新生物 ○ 2.3% 7 胃及び十二指腸潰瘍 2.3% 7 虚血性心疾患 ○ 2.8%

8 気分[感情]障害（躁うつ病を含む） 3.0% 8 胃及び十二指腸炎 2.2% 8 脊椎障害（脊椎症を含む） 2.0% 8 脳梗塞 ○ 2.7%

9 他の消化器系の疾患 2.9% 9 アレルギー性鼻炎 1.9% 9 炎症性多発性関節障害 2.0% 9 関節症 2.5%

10 乳房の悪性新生物 ○ 2.8% 10 喘息 1.8% 10 屈折及び調節の障害 1.9% 10 胃及び十二指腸潰瘍 2.2%

順位 傷病名　
生活
習慣病

割合 順位 傷病名　
生活
習慣病

割合 順位 傷病名　
生活
習慣病

割合 順位 傷病名　
生活
習慣病

割合

1 高血圧性疾患 ○ 8.9% 1 高血圧性疾患 ○ 17.4% 1 高血圧性疾患 ○ 20.5% 1 高血圧性疾患 ○ 20.9%

2 糖尿病 ○ 6.0% 2 糖尿病 ○ 9.0% 2 糖尿病 ○ 10.3% 2 糖尿病 ○ 10.7%

3 腎不全 4.5% 3 腎不全 6.0% 3 腎不全 6.6% 3 腎不全 5.2%

4 他の内分泌、栄養及び代謝疾患 ○ 3.4% 4 他の内分泌、栄養及び代謝疾患 ○ 4.7% 4 他の内分泌、栄養及び代謝疾患 ○ 4.8% 4 他の内分泌、栄養及び代謝疾患 ○ 4.2%

5 気分[感情]障害（躁うつ病を含む） 3.3% 5 炎症性多発性関節障害 2.6% 5 他の悪性新生物 ○ 2.6% 5 他の悪性新生物 ○ 3.0%

6 アレルギー性鼻炎 3.3% 6 乳房の悪性新生物 ○ 2.5% 6 虚血性心疾患 ○ 2.4% 6 脊椎障害（脊椎症を含む） 2.9%

7 喘息 3.1% 7 胃及び十二指腸潰瘍 2.3% 7 炎症性多発性関節障害 2.2% 7 虚血性心疾患 ○ 2.7%

8 他の消化器系の疾患 3.0% 8 胃及び十二指腸炎 2.0% 8 脊椎障害（脊椎症を含む） 2.0% 8 脳梗塞 ○ 2.4%

9 良性新生物 2.9% 9 他の神経系の疾患 1.9% 9 胃及び十二指腸潰瘍 2.0% 9 関節症 2.3%

10 乳房の悪性新生物 ○ 2.7% 10 他の消化器系の疾患 1.9% 10 屈折及び調節の障害 1.9% 10 屈折及び調節の障害 2.1%

順位 傷病名　
生活
習慣病

割合 順位 傷病名　
生活
習慣病

割合 順位 傷病名　
生活
習慣病

割合 順位 傷病名　
生活
習慣病

割合

1 高血圧性疾患 ○ 8.3% 1 高血圧性疾患 ○ 16.7% 1 高血圧性疾患 ○ 20.0% 1 高血圧性疾患 ○ 20.5%

2 糖尿病 ○ 6.0% 2 糖尿病 ○ 8.8% 2 糖尿病 ○ 10.2% 2 糖尿病 ○ 10.6%

3 腎不全 4.6% 3 腎不全 6.2% 3 腎不全 6.7% 3 腎不全 5.4%

4 他の内分泌、栄養及び代謝疾患 ○ 3.7% 4 他の内分泌、栄養及び代謝疾患 ○ 4.6% 4 他の内分泌、栄養及び代謝疾患 ○ 4.9% 4 他の内分泌、栄養及び代謝疾患 ○ 4.3%

5 アレルギー性鼻炎 3.3% 5 乳房の悪性新生物 ○ 2.6% 5 他の悪性新生物 ○ 2.6% 5 脊椎障害（脊椎症を含む） 2.9%

6 気分[感情]障害（躁うつ病を含む） 3.2% 6 炎症性多発性関節障害 2.6% 6 虚血性心疾患 ○ 2.3% 6 他の悪性新生物 ○ 2.9%

7 他の消化器系の疾患 3.1% 7 胃及び十二指腸潰瘍 2.1% 7 炎症性多発性関節障害 2.2% 7 虚血性心疾患 ○ 2.6%

8 喘息 3.0% 8 胃及び十二指腸炎 2.0% 8 屈折及び調節の障害 2.1% 8 屈折及び調節の障害 2.4%

9 良性新生物 3.0% 9 他の消化器系の疾患 2.0% 9 他の眼及び付属器の疾患 2.0% 9 関節症 2.3%

10 乳房の悪性新生物 ○ 2.8% 10 他の神経系の疾患 2.0% 10 脊椎障害（脊椎症を含む） 1.9% 10 脳梗塞 ○ 2.3%

順位 傷病名　
生活
習慣病

割合 順位 傷病名　
生活
習慣病

割合 順位 傷病名　
生活
習慣病

割合 順位 傷病名　
生活
習慣病

割合

1 高血圧性疾患 ○ 7.4% 1 高血圧性疾患 ○ 14.2% 1 高血圧性疾患 ○ 17.7% 1 高血圧性疾患 ○ 18.3%

2 糖尿病 ○ 6.4% 2 糖尿病 ○ 8.5% 2 糖尿病 ○ 10.2% 2 糖尿病 ○ 10.3%

3 腎不全 4.5% 3 腎不全 6.1% 3 腎不全 6.0% 3 腎不全 6.3%

4 他の消化器系の疾患 3.6% 4 他の内分泌、栄養及び代謝疾患 ○ 4.3% 4 他の内分泌、栄養及び代謝疾患 ○ 4.7% 4 他の内分泌、栄養及び代謝疾患 ○ 4.5%

5 他の内分泌、栄養及び代謝疾患 ○ 3.4% 5 ウイルス性肝炎 3.1% 5 他の悪性新生物 ○ 3.4% 5 他の悪性新生物 ○ 3.4%

6 気分[感情]障害（躁うつ病を含む） 3.0% 6 乳房の悪性新生物 ○ 2.5% 6 ウイルス性肝炎 2.4% 6 脊椎障害（脊椎症を含む） 2.5%

7 喘息 3.0% 7 他の消化器系の疾患 2.5% 7 炎症性多発性関節障害 2.4% 7 他の眼及び付属器の疾患 2.3%

8 他の神経系の疾患 2.9% 8 他の神経系の疾患 2.4% 8 気管、気管支及び肺の悪性新生物 ○ 2.3% 8 屈折及び調節の障害 2.3%

9 良性新生物 2.9% 9 炎症性多発性関節障害 2.4% 9 他の眼及び付属器の疾患 2.2% 9 虚血性心疾患 ○ 2.2%

10 アレルギー性鼻炎 2.8% 10 喘息 2.1% 10 屈折及び調節の障害 2.2% 10 他の心疾患 ○ 2.0%

データ：医療費基本情報より（調剤分含む）

44.8%

21.0% 33.6% 40.6% 43.9%上位10疾病のうち生活習慣病のしめる割合 上位10疾病のうち生活習慣病のしめる割合 上位10疾病のうち生活習慣病のしめる割合 上位10疾病のうち生活習慣病のしめる割合

上位10疾病のうち生活習慣病のしめる割合 上位10疾病のうち生活習慣病のしめる割合 上位10疾病のうち生活習慣病のしめる割合 上位10疾病のうち生活習慣病のしめる割合20.8% 32.7% 40.0%

上位10疾病のうち生活習慣病のしめる割合 21.5% 上位10疾病のうち生活習慣病のしめる割合 上位10疾病のうち生活習慣病のしめる割合 上位10疾病のうち生活習慣病のしめる割合34.7% 41.4%

43.2%

上位10疾病のうち生活習慣病のしめる割合 上位10疾病のうち生活習慣病のしめる割合 上位10疾病のうち生活習慣病のしめる割合 上位10疾病のうち生活習慣病のしめる割合17.2% 29.5% 38.3% 40.7%


